
(57)【要約】

【課題】　同一基地局に収容されている無線通信端末か

ら、同一コンテンツへの配信要求が集中した場合でも、

コンテンツ配信を可能とするコンテンツ配信方法及びシ

ステムを提供する。

【解決手段】　無線通信端末からコンテンツ配信要求を

受信した場合に、記憶装置を参照して、基地局が、要求

コンテンツを配信中であるか否かを判断し、要求コンテ

ンツを配信中でない場合には、前記基地局が、前記無線

通信端末へ、要求コンテンツを配信するために使用する

通信チャネルを割当て、前記割り当てた通信チャネルを

識別する通信チャネル識別情報を、要求コンテンツを識

別するコンテンツ識別情報に関連付けて記憶装置に登録

し、要求コンテンツを配信中である場合には、前記基地

局が配信に使用している通信チャネルを、前記無線通信

端末との間の通信チャネルとして設定を行う。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 地 局 と 、 記 憶 装 置 と を 含 む 通 信 網 で の コ ン テ ン ツ 配 信 方 法 で あ っ て 、
　 無 線 通 信 端 末 か ら コ ン テ ン ツ 配 信 要 求 を 受 信 し た 場 合 に 、 記 憶 装 置 を 参 照 し て 、 前 記 無
線 通 信 端 末 を 収 容 し て い る 基 地 局 が 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る か 否 か を 判 断
す る ス テ ッ プ と 、
　 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で な い 場 合 に は 、 前 記 基 地 局 が 、 前 記 無 線 通 信 端 末 へ 、
要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 す る た め に 使 用 す る 通 信 チ ャ ネ ル を 割 当 て 、 前 記 割 り 当 て た
通 信 チ ャ ネ ル を 識 別 す る 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 識 別 す る コ ン
テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け て 記 憶 装 置 に 登 録 し 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る 場
合 に は 、 前 記 基 地 局 が 配 信 に 使 用 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 、 前 記 無 線 通 信 端 末 と の 間 の 通
信 チ ャ ネ ル と し て 設 定 を 行 う ス テ ッ プ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 配 信 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 基 地 局 と 、 記 憶 装 置 と を 含 む 通 信 網 か ら な る コ ン テ ン ツ 配 信 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 基 地 局 は 、 無 線 通 信 端 末 と の 間 で 、 無 線 通 信 端 末 が 通 信 網 に 接 続 す る た め の 通 信 チ ャ ネ
ル を 設 定 す る 手 段 を 有 し 、
　 記 憶 装 置 は 、 基 地 局 毎 の 、 コ ン テ ン ツ を 配 信 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 識 別 す る 通 信 チ ャ
ネ ル 識 別 情 報 と 前 記 配 信 し て い る コ ン テ ン ツ を 識 別 す る コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 と を 関 連 付 け
て 保 存 す る 手 段 を 有 し 、
　 通 信 網 は 、 無 線 通 信 端 末 か ら コ ン テ ン ツ 配 信 要 求 を 受 信 し た 場 合 に 、 記 憶 装 置 を 参 照 し
、 前 記 無 線 通 信 端 末 を 収 容 し て い る 基 地 局 が 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で な い 場 合
に は 、 前 記 基 地 局 が 、 前 記 無 線 通 信 端 末 へ 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 す る た め に 使 用
す る 通 信 チ ャ ネ ル を 割 当 て 、 前 記 割 り 当 て た 通 信 チ ャ ネ ル の 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を 、 要
求 さ れ た コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け て 記 憶 装 置 に 登 録 し 、 要 求 さ れ た コ
ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る 場 合 に は 、 前 記 基 地 局 が 配 信 に 使 用 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 前 記
無 線 通 信 端 末 と の 間 の 通 信 チ ャ ネ ル と し て 設 定 す る こ と 、
を 特 徴 と す る コ ン テ ン ツ 配 信 シ ス テ ム 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 無 線 通 信 端 末 へ 、 コ ン テ ン ツ を マ ル チ キ ャ ス ト で 配 信 す る 方 法 及 び シ ス テ ム
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 、 携 帯 電 話 と い っ た 、 無 線 通 信 端 末 へ の コ ン テ ン ツ 配 信 は 、 通 信 網 が 、 個 々 の 無 線
通 信 端 末 と の 間 に 、 そ れ ぞ れ 独 立 し た 通 信 チ ャ ネ ル を 設 定 し 、 各 無 線 通 信 端 末 が 、 設 定 さ
れ た 通 信 チ ャ ネ ル を 用 い て 、 コ ン テ ン ツ を ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ り 、 又 は 、 コ ン テ ン
ツ を ス ト リ ー ミ ン グ で 受 信 す る こ と に よ り 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 基 地 局 が 収 容 で き る 通 信 チ ャ ネ ル は 有 限 で あ る た め 、 例 え ば 、 野 外 コ ン サ ー ト で 会 場 に
入 り き れ な い 人 や 、 ス テ ー ジ か ら 遠 い 人 が 、 同 時 中 継 さ れ る 当 該 コ ン サ ー ト を 無 線 通 信 端
末 で 視 聴 す る と い っ た 場 合 の 様 に 、 あ る 地 域 か ら 、 当 該 地 域 を 受 け 持 つ 基 地 局 の 収 容 通 信
チ ャ ネ ル を 超 え た ア ク セ ス が 発 生 し た と き は 、 基 地 局 の 収 容 通 信 チ ャ ネ ル を 超 え た 部 分 の
ア ク セ ス に 対 し て は 、 コ ン テ ン ツ の 配 信 は 出 来 な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 尚 、 先 行 技 術 文 献 に 該 当 す る 文 献 に つ い て は 、 そ の 存 在 を 知 ら な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 同 一 基 地 局 に 収 容 さ れ て い る 無 線 通 信 端 末 か ら 、 同 一 コ ン テ ン ツ へ
の 配 信 要 求 が 集 中 し た 場 合 で も 、 コ ン テ ン ツ 配 信 を 可 能 と す る コ ン テ ン ツ 配 信 方 法 及 び シ
ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お け る コ ン テ ン ツ 配 信 方 法 に よ れ ば 、
基 地 局 と 、 記 憶 装 置 と を 含 む 通 信 網 で の コ ン テ ン ツ 配 信 方 法 で あ っ て 、 無 線 通 信 端 末 か ら
コ ン テ ン ツ 配 信 要 求 を 受 信 し た 場 合 に 、 記 憶 装 置 を 参 照 し て 、 前 記 無 線 通 信 端 末 を 収 容 し
て い る 基 地 局 が 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る か 否 か を 判 断 す る ス テ ッ プ と 、 要
求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で な い 場 合 に は 、 前 記 基 地 局 が 、 前 記 無 線 通 信 端 末 へ 、 要 求
さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 す る た め に 使 用 す る 通 信 チ ャ ネ ル を 割 当 て 、 前 記 割 り 当 て た 通 信
チ ャ ネ ル を 識 別 す る 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 識 別 す る コ ン テ ン
ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け て 記 憶 装 置 に 登 録 し 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る 場 合 に
は 、 前 記 基 地 局 が 配 信 に 使 用 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 、 前 記 無 線 通 信 端 末 と の 間 の 通 信 チ
ャ ネ ル と し て 設 定 を 行 う ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に お け る コ ン テ ン ツ 配 信 シ ス テ ム に よ れ ば 、
基 地 局 と 、 記 憶 装 置 と を 含 む 通 信 網 か ら な る コ ン テ ン ツ 配 信 シ ス テ ム で あ っ て 、 基 地 局 は
、 無 線 通 信 端 末 と の 間 で 、 無 線 通 信 端 末 が 通 信 網 に 接 続 す る た め の 通 信 チ ャ ネ ル を 設 定 す
る 手 段 を 有 し 、 記 憶 装 置 は 、 基 地 局 毎 の 、 コ ン テ ン ツ を 配 信 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 識 別
す る 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 と 前 記 配 信 し て い る コ ン テ ン ツ を 識 別 す る コ ン テ ン ツ 識 別 情 報
と を 関 連 付 け て 保 存 す る 手 段 を 有 し 、 通 信 網 は 、 無 線 通 信 端 末 か ら コ ン テ ン ツ 配 信 要 求 を
受 信 し た 場 合 に 、 記 憶 装 置 を 参 照 し 、 前 記 無 線 通 信 端 末 を 収 容 し て い る 基 地 局 が 、 要 求 さ
れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で な い 場 合 に は 、 前 記 基 地 局 が 、 前 記 無 線 通 信 端 末 へ 、 要 求 さ れ
た コ ン テ ン ツ を 配 信 す る た め に 使 用 す る 通 信 チ ャ ネ ル を 割 当 て 、 前 記 割 り 当 て た 通 信 チ ャ
ネ ル の 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け
て 記 憶 装 置 に 登 録 し 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る 場 合 に は 、 前 記 基 地 局 が 配 信
に 使 用 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル を 前 記 無 線 通 信 端 末 と の 間 の 通 信 チ ャ ネ ル と し て 設 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 複 数 の 無 線 通 信 端 末 か ら 、 同 一 コ ン テ ン ツ に ア ク セ ス が 発 生 し て も 、 １ の 通 信 チ ャ ネ ル
を 共 用 す る た め 、 基 地 局 が 収 容 可 能 で あ る 通 信 チ ャ ネ ル に 係 ら ず 、 コ ン テ ン ツ 配 信 が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 コ ン テ ン ツ 配 信 が 行 わ れ て い な い 間 は 、 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て ず 、 コ ン テ ン ツ の 配 信
要 求 に 応 じ て 、 動 的 に 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て る 構 成 と し て い る た め 、 コ ン テ ン ツ に ア ク
セ ス が な い に も 係 ら ず 、 無 駄 に 通 信 チ ャ ネ ル が 予 約 さ れ る こ と を 防 ぐ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 実 施 形 態 に つ い て 、 以 下 で は 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。 図 １ に よ る と 、 通 信 網 ３ に 、 コ ン テ ン
ツ 配 信 サ ー バ １ １ 及 び １ ２ が 接 続 し て い る 。 ま た 、 無 線 通 信 端 末 で あ る 、 通 信 端 末 ２ １ 及
び ２ ２ が 通 信 網 ３ の 基 地 局 ３ １ 経 由 で 通 信 網 ３ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 通 信 網 ３ は 、 移 動 体 通 信 網 の よ う に 、 無 線 通 信 端 末 を 収 容 し 、 無 線 通 信 端 末 相 互 間 、 又
は 、 無 線 通 信 端 末 と 通 信 網 ３ に 接 続 す る 、 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ １ １ 又 は １ ２ の 様 な 、 通
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信 装 置 間 で の 通 信 を 可 能 と す る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 通 信 網 ３ は 、 通 信 端 末 ２ １ 、 ２ ２ と
い っ た 、 無 線 通 信 端 末 を 収 容 す る た め に １ 以 上 の 基 地 局 ３ １ を 有 す る 。 更 に 、 通 信 網 ３ は
、 後 述 す る コ ン テ ン ツ 配 信 情 報 を 管 理 す る 記 憶 装 置 ３ ３ と 、 通 信 網 管 理 端 末 ３ ２ と を 有 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 基 地 局 ３ １ は 、 周 波 数 分 割 多 重 ア ク セ ス 、 時 分 割 多 重 ア ク セ ス 又 は コ ー ド 分 割 多 重 ア ク
セ ス と い っ た 、 多 重 ア ク セ ス 方 式 に よ り 、 複 数 の 通 信 端 末 を 収 容 、 即 ち 、 複 数 の 通 信 端 末
と の 間 で 、 そ れ ぞ れ 通 信 網 ３ と 接 続 す る た め の 、 独 立 し た 無 線 伝 送 路 で あ る 通 信 チ ャ ネ ル
を 設 定 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 記 憶 装 置 ３ ３ は 、 基 地 局 毎 の コ ン テ ン ツ 配 信 情 報 を 管 理 し て い る 。 コ ン テ ン ツ 配 信 情 報
の 例 を 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 。 コ ン テ ン ツ 配 信 情 報 の 、 配 信 サ ー バ 名 及 び 配 信 コ ン テ ン ツ Ｕ
Ｒ Ｌ は 、 コ ン テ ン ツ を 識 別 す る た め の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 で あ る 。 ま た 、 通 信 チ ャ ネ ル 識
別 情 報 は 、 基 地 局 と 通 信 端 末 間 の 通 信 チ ャ ネ ル を 一 意 に 識 別 す る た め の 情 報 で あ り 、 例 え
ば 、 周 波 数 分 割 多 重 ア ク セ ス 方 式 の 場 合 の 使 用 周 波 数 、 時 分 割 多 重 ア ク セ ス 方 式 の 場 合 の
タ イ ム ス ロ ッ ト 位 置 、 コ ー ド 分 割 多 重 ア ク セ ス 方 式 の 場 合 の 拡 散 符 号 等 で あ る 。 通 信 チ ャ
ネ ル 識 別 情 報 の 値 が “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” と は 、 現 在 、 当 該 基 地 局 か ら は 、 当 該 コ ン テ ン ツ を 配 信
し て い な い こ と を 示 し 、 “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” 以 外 の 場 合 は 、 そ の 値 で 示 さ れ る 通 信 チ ャ ネ ル を 用
い て 、 通 信 端 末 に コ ン テ ン ツ を 配 信 中 で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ １ １ 及 び １ ２ は 、 動 画 、 音 声 又 は そ れ ら 両 方 か ら な る コ ン テ ン ツ
を 保 存 し て お り 、 通 信 網 ３ の 通 信 機 能 を 用 い て 、 通 信 端 末 に 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の 配 信
を 行 う 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 通 信 端 末 ２ １ 及 び ２ ２ は 、 移 動 体 通 信 網 向 け の 無 線 通 信 端 末 の よ う に 、 通 信 網 ３ の 通 信
機 能 に よ り 、 配 信 を 希 望 す る コ ン テ ン ツ の 配 信 要 求 を 、 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ に 送 信 し 、
コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ か ら 通 信 網 ３ 経 由 で 要 求 し た コ ン テ ン ツ を 受 信 し 、 受 信 し た コ ン テ
ン ツ に 応 じ た 処 理 で 復 号 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ は 、 通 信 網 ３ が 行 う 、 コ ン テ ン ツ 配 信 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ Ｓ ２ １ ） 　 通 信 網 管 理 端 末 ３ ２ よ り 、 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ １ １ 及 び １ ２ が 配 信 可 能
で あ る コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 を 、 記 憶 装 置 ３ ３ に 登 録 す る 。 ま た こ の と き 、 各
コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け し た 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 の 値 を “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” 値 と し て お
く 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ Ｓ ２ ２ ） 　 通 信 端 末 が 、 コ ン テ ン ツ の 配 信 要 求 を 送 信 し た 場 合 、 基 地 局 ３ １ は 、 記 憶
装 置 ３ ３ を 参 照 し 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け ら れ た 、 通 信
チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を 参 照 す る 。 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 が “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” で あ る 場 合 は 、 Ｓ ２
３ か ら Ｓ ２ ５ の ス テ ッ プ を 実 行 し 、 “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” 以 外 の 場 合 は 、 Ｓ ２ ６ 及 び Ｓ ２ ７ の ス テ
ッ プ を 実 行 す る 。 尚 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 が 記 憶 装 置 ３ ３ に 登 録 さ れ て い な い
場 合 は 、 記 憶 装 置 ３ ３ に 登 録 し 、 Ｓ ２ ３ か ら Ｓ ２ ５ の ス テ ッ プ を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ Ｓ ２ ３ ） 　 基 地 局 ３ １ は 、 コ ン テ ン ツ 配 信 を 要 求 し た 通 信 端 末 に 、 コ ン テ ン ツ 配 信 を
行 う た め の 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ Ｓ ２ ４ ） 　 基 地 局 ３ １ は 、 前 記 割 り 当 て た 通 信 チ ャ ネ ル を 識 別 す る 通 信 チ ャ ネ ル 識 別
情 報 を 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 と 共 に 記 憶 装 置 ３ ３ に 通 知 し 、 記 憶
装 置 ３ ３ は 、 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を コ ン テ ン ツ 識 別 情 報 に 関 連 付 け し て 登 録 し 、 保 存 す
る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ Ｓ ２ ５ ） 　 基 地 局 ３ １ は 、 コ ン テ ン ツ 配 信 を 要 求 し た 通 信 端 末 と の 間 に 、 割 り 当 て た
通 信 チ ャ ネ ル を 設 定 し 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の 配 信 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ Ｓ ２ ６ ） 　 Ｓ ２ ２ に お い て 、 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ の 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 が “ ｎ ｕ
ｌ ｌ ” 以 外 の 場 合 は 、 基 地 局 ３ １ は 、 登 録 さ れ て い る 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 の 値 を 取 得 す
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ Ｓ ２ ７ ） 　 基 地 局 ３ １ は 、 取 得 し た 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 が 示 す 通 信 チ ャ ネ ル を 、 新
た に コ ン テ ン ツ 配 信 を 要 求 し た 通 信 端 末 が 受 信 す る よ う に 、 即 ち 、 マ ル チ キ ャ ス ト と な る
よ う に 通 信 チ ャ ネ ル を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ン テ ン ツ 配 信 が 行 わ れ て い な い 状 態 で 、 図 １ の 通 信 端 末
２ １ が 、 “ Ａ Ａ Ａ 幕 張 コ ン サ ー ト ” の コ ン テ ン ツ 配 信 を 通 信 網 ３ に 要 求 し た 場 合 、 基 地 局
３ １ は 、 通 信 端 末 ２ １ に 、 新 た に 通 信 チ ャ ネ ル “ ＃ １ ” を 割 当 て 、 割 り 当 て た 通 信 チ ャ ネ
ル “ ＃ １ ” を 記 憶 装 置 ３ ３ に 登 録 す る 。 結 果 、 記 憶 装 置 ３ ３ が 保 存 す る 基 地 局 ３ １ の コ ン
テ ン ツ 配 信 情 報 は 、 図 ４ の よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 続 い て 、 通 信 端 末 ２ ２ が 、 同 様 に 、 “ Ａ Ａ Ａ 幕 張 コ ン サ ー ト ” の コ ン テ ン ツ 配 信 を 、 基
地 局 ３ １ 経 由 で 、 通 信 網 ３ に 要 求 し た 場 合 、 基 地 局 ３ １ は 、 記 憶 装 置 ３ ３ を 参 照 し 、 通 信
チ ャ ネ ル “ ＃ １ ” で 同 一 コ ン テ ン ツ の 配 信 を 行 っ て い る こ と を 認 識 し 、 よ っ て 、 通 信 端 末
２ ２ に 新 た に 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て る こ と は 行 わ ず 、 通 信 チ ャ ネ ル “ ＃ １ ” を 、 通 信 端
末 ２ ２ に 対 し て の 通 信 チ ャ ネ ル と し て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の 構 成 に よ り 、 複 数 の 無 線 通 信 端 末 か ら 、 同 一 コ ン テ ン ツ に ア ク セ ス が 発 生 し て も
、 １ の 通 信 チ ャ ネ ル を 共 用 す る た め 、 基 地 局 ３ １ が 収 容 可 能 で あ る 通 信 チ ャ ネ ル に 係 ら ず
、 コ ン テ ン ツ 配 信 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 コ ン テ ン ツ 配 信 が 行 わ れ て い な い 間 は 、 通 信 チ ャ ネ ル 識 別 情 報 を “ ｎ ｕ ｌ ｌ ” 、
つ ま り 、 コ ン テ ン ツ の た め に 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て ず 、 コ ン テ ン ツ 配 信 要 求 に 応 じ て 、
動 的 に 通 信 チ ャ ネ ル を 割 り 当 て る 構 成 と し て い る た め 、 コ ン テ ン ツ に ア ク セ ス が な い に も
係 ら ず 、 無 駄 に 通 信 チ ャ ネ ル が 予 約 さ れ る こ と を 防 ぐ 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 尚 、 図 ２ の フ ロ ー 図 を 用 い た 説 明 に お い て 、 通 信 端 末 か ら 要 求 さ れ た コ ン テ ン ツ が 配 信
さ れ て い る か 否 か の 確 認 等 の 、 基 地 局 ３ １ が 行 っ て い る 処 理 に つ い て は 、 通 信 網 ３ 内 に 基
地 局 ３ １ の 制 御 装 置 を 設 け 、 前 記 基 地 局 制 御 装 置 が 実 行 し た 上 で 、 基 地 局 ３ １ に 、 配 信 に
使 用 し て い る 通 信 チ ャ ネ ル の 通 知 等 の 必 要 な 制 御 を 行 う 形 態 で あ っ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る コ ン テ ン ツ 配 信 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 配 信 中 の コ ン テ ン ツ が な い 場 合 に 、 記 憶 装 置 が 保 持 す る 情 報 例 で あ る 。
【 図 ４ 】 配 信 中 の コ ン テ ン ツ が あ る 場 合 に 、 記 憶 装 置 が 保 持 す る 情 報 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 １ １ 、 １ ２ 　 コ ン テ ン ツ 配 信 サ ー バ
　 ２ １ 、 ２ ２ 　 通 信 端 末
　 ３ 　 通 信 網
　 ３ １ 　 基 地 局
　 ３ ２ 　 通 信 網 管 理 端 末
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　 ３ ３ 　 記 憶 装 置

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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